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	PRESS  RELEASE
	報道関係者 各位
	2026年4月17日
	取材のお願い
	小学１年生を地域で支える
	桑原小×松山東雲短大 2年目の「幼保小の架け橋」 初めての給食サポートボランティア【4/22】スタート
	昨年度（2025年）、メディアでも報道いただき、大きな反響を呼んだ取り組みが、今年も実施されます。松山東雲短期大学 保育科1，2年生が、松山市立桑原小学校1年生の給食時間にボランティアとして参加します。期間は、1年生の給食スタートである2026年4月22日（水）から5月13日（水）です。2年連続の実施で、地域の学校との継続的な連携として定着してまいりました。ぜひご取材いただきますようお願い申し上げます。
	本取り組みのポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	◆ 小学1年生にとってハードルが高い「自立した給食」に保育学生が寄り添う 　 準備・配膳・片付けを自分たちで行うのは就学後はじめての経験であり、入学直後の1年生の不安や負担をそっとサポート。
	◆ 文科省推進「幼保小の架け橋プログラム」の事例 　 単なるお手伝いではなく、幼児教育と小学校教育の接続を意識した2年目の継続的な取り組みです 。
	◆ 食育活動もサポート 　  5月12日には、実際に給食の食材として使われる旬の野菜「ソラマメ」の皮むき体験にも参加。

	実施概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	期　間： 2026年4月22日（水）〜 5月13日（水）  場　所： 松山市立桑原小学校（松山市桑原3丁目7-27） 参加者： 松山東雲短期大学 保育科1，2年生（各日：学生10名程度、引率教員1名）
	【見どころの日程】
	◆  4月22日（水） 11：00〜12：00・・・給食サポート初日。給食着の着脱補助から、待ち時間に 　　　　　　　　　　　　　　　  　　　  実施する手遊びや歌、配膳・食事中のサポートまで。
	◆  5月12日（火） 13：30〜・・・ソラマメの皮むき体験。体育館で児童と学生がグループにわか 　　　　　　　　　　　　　　　   れ、ソラマメの皮を一緒にむく作業をします。



	食べることを通じた学びの場としての給食                                                            　　　　　
	参加学生からの声（2025年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　
	幼児教育と小学校教育のつながりを体感　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　

